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　近年の西八千代地区での人口増加に伴い、近い将来みどりが丘小学校の教室数が

不足することが予想されています。そこで、市では教育委員会と庁内の関係部局で

検討委員会を組織。検討の結果、８年４月の開校を目指し新たな小学校を建設する

ことが決まりました。今後実施設計を行い、11月から建設工事を始める予定です。

■建物の概要

所在地　大和田新田1100番１ほか

敷地面積　約7,000㎡

構造　鉄骨造３階建

延べ床面積（体育館含）　約6,870㎡

室数　普通教室（特別支援学級含）34室ほか

音楽室、理科室、図書室、家庭科室、図工室、

職員室、保健室など

事業費（設計費等含）　44億2,750万円

事業スケジュールなど

　６年11月から８年２月中旬まで建設工事を

予定しています。工事中は事故防止や周辺環

境に配慮します。

　学区は今後、教育委員会での審議を経て最

終決定する予定です。また、通学路については、

安全な通学路となるよう関係機関と協議を進

めます。

　当該事項については、適時教育委員会ホー

ムページなどでお知らせします。

豊かな教育環境を

提供するための様々な工夫

　分離新設校の基本設計には、現みどりが丘

小学校の児童へのアンケートや教職員へのヒ

アリング結果を参考にしながら、豊かな教育環

境とするための様々な工夫を取り入れました。

⑴安心安全な施設配置

　正門側に職員室や事務室、保健室を適切に

配置することでセキュリティを確保しながら

敷地全域の死角をなくします。正門のある県

道側は、施設を後退させ前庭を配置すること

で空間を確保。児童の安全を図ります。

⑵ＩＣＴ教育を推進

　校内のＷｉ-Ｆｉを活用してメディアセン

ターを中心に、室内だけでなくどこからでも

端末を使い、「調べ学習」を行える環境を整

備します。

　また、教室の壁をスクリーンに活用するな

どの工夫を取り入れ、ＩＣＴ教育の推進を図

ります。

⑶学級数の増減にも柔軟に対応できる教室

　各学年４から５教室を基本として教室を配

置します。教室と廊下の間には、採光にも配

慮した可動間仕切りを採用。間仕切りを開け

て廊下と一体的な使用が可能で、閉めれば授

業に集中できます。

　そのほか、可動式の書棚や家具も配置。少

人数学習やグループワークなど多様な用途で

の活用に柔軟に対応できます。

⑷温かみのある快適な室内空間

　普通教室のほか特別教室、体育館にも空調

設備を設置するとともに、開口部にはＬｏｗ

－Ｅガラスを中心に全て複層ガラスを使用し

ます。全熱交換器を設置することで窓を開け

なくても換気が可能となります。

　内装や家具などには、千葉県産の間伐材を

可能な限り使用し室内に温もりを与えます。

また、全階に車いす利用者用のトイレを配置、

屋上までのエレベーターも設置します。

⑸敷地全体を余すことなく活用

　限られた敷地を余すことなく活用して、校舎

屋上には縄跳びなどができる軽運動場と屋上

菜園を配置し、敷地全体を学びの場として整

備します。

　そのほか展示スペースを併設した図工室

や、合唱発表やディスカッションホールとして

も活用できる大きな階段広場、学年ごとの昇

降口設置など動線にも配慮しています。

⑹避難所としても活用可能な体育館

　体育館を２階に、１階には家庭科室と学童

保育所やランチルームとしても活用できる３

室の多目的室、車いす利用者用トイレを設置

します。２階の体育館が避難所になった場合

は、１階は食堂として活用し、食事と寝る場所

を分離して避難者の精神衛生状態を保ちます。

みどりが丘小学校分離新設校

基本設計が完成しました

■クレー射撃　市内在住か在勤・在学で銃所持

許可書所有者対象。トラップ公式射法、スキー

ト公式射法。　時５月19日㈰午前９時までに受

け付け　所成田射撃場　費5,000円　申当日直

接会場へ。問合せは荒木 090-7633-5332へ

■柔道　市内在住か在勤・在学、市柔道協会会

員対象。小学生・中学生、女子の部（中学生以

上）、無段の部、有段の部。　時５月26日㈰午前

９時から　所市民体育館　費一人700円　申市

柔道協会・高橋 090-8647-0474へ連絡の上、５

月10日㈮までに所定の用紙に記入し、〒276-

0042ゆりのき台１-17-63高橋へ郵送

■剣道　市内在住か在勤・在学及び卒業生・市

剣道連盟会員の人対象。小学生低学年、高学年、

中学生男子・女子、高校生男子・女子、一般男子・

女子（年代別）。個人戦。　時６月９日㈰　所市民

体育館　費会員無料。会員以外の学生は500円・

一般2,000円　申５月20日㈪までに所定の申込

用紙に記入の上、郵送かファクスで〒285-0836

佐倉市生谷475-20市剣道連盟事務局・波多野へ 

問合せは 043-463-1346、 skti0410@gmail.com

■ソフトバレーボール大会　部門は混合の部

（コート内の選手の合計年齢が160歳以上となる

男女混合チーム）かレディースの部（18歳以上

の女性チーム）。　時６月22日㈯午前９時受け付

け開始　所市民体育館　費一人500円（保険料

含）　申市ホームページ掲載の様式（下のコー

ドから見られます。）に①部門、②チーム名、

③参加者の氏名・年齢・性別（代表者は加えて

住所・電話番号）、④活動地域を記

入の上、５月24日㈮必着で、〒276-

0045大和田138-2教育委員会文化・

スポーツ課へ郵送

この特集のお問い合わせは、

建物については教育委員会教育総務課

481-0307

学区については教育委員会学務課

481-0302

通学路については教育委員会保健体育課

481-0303
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市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円
(92.6％増)

30億858万円
(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円
(2.7％増)

34億5,624万円
(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円


